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萬來舍“萬來舍” は1876（明治9）年に三田山上にできた慶應義塾社中の
サロン。残念ながら、戦災で焼失してしまいましたが、その後も新た
な建物・施設などにこの名称が継承され、その精神を引き継いでき
ました。このコーナーではその名前の由来「千客万来」にちなみ、
さまざまなお知らせや記事を掲載しています。

KEIO TECHNO-MALL 2018
（第19回慶應科学技術展）

SFC Open Research Forum
（ORF）2018

第23回慶應医学賞
授賞式・受賞記念講演会

　慶應義塾先端科学技術研究センター（KLL）では、産官学
連携を推進するため、毎年 12 月に KEIO TECHNO-MALL（慶
應科学技術展）を開催しています。本年度は「beyond 
imagination ～ススメ未来へ」をテーマに、産官学連携を
通じての新しいアイディアの創成や科学技術のさらなる
躍進のため、それぞれの分野での成功プロセスをイメージ
していただけるような展示会を目指します。ブース・パネ
ル展示で研究成果を紹介するほか、研究者によるショート
プレゼンテーションや、ドラマ・映画監督の福澤克雄氏
へのインタビュー等の各種イベントも開催いたします。
日時：12 月 14 日（金）10：00 ～ 18：00
会場：東京国際フォーラム　地下２階（ホール E2）
主催：慶應義塾先端科学技術研究センター（KLL）
　　    （慶應義塾大学理工学部・大学院理工学研究科）
ＵＲＬ  http://www.kll.keio.ac.jp/ktm/index

第34回留学生による
日本語スピーチコンテスト
　慶應義塾で学ぶ留学生が、日本の文化、社会をどのよ
うに見ているのか、そして母国のそれと比較して、どの
ような違いや新たな発見があったのかなどを日本語でス
ピーチします。今年のコンテストは下記の日程で開催し
ます。
日時：12 月 1 日（土）13：00 ～（予定）
場所：三田キャンパス　三田演説館
主催：KOSMIC（国際センター塾生機構）
後援：国際センター ほか
※入場無料、事前申込み不要。詳細は11月頃「慶應義塾大学

国際センター」Web サイト、イベント欄に掲載します。

　慶應義塾大学湘南藤沢
キ ャ ン パ ス（SFC）で は、
研究成果の社会への還元
を 自 ら が 果 た す べ き 重
要な社会的責任の一端と
考え、研究活動成果を広
く社会に公開する場として、「SFC Open Research Forum

（ORF）」を毎年開催しています。23 回目となる今年度は、
「次の（次の）社会」をテーマに開催します。

日時：11 月 22 日（木）・23 日（金・祝）
　　　10：00 ～ 20：00（ただし 23 日のホールは 18：00

閉場）（予定）
会場：東京ミッドタウン（六本木） ホール＆カンファレンス
　　　入場無料／事前登録不要
主催：慶應義塾大学湘南藤沢キャンパス
ＵＲＬ  http://orf.sfc.keio.ac.jp/2018/

　慶應医学賞は慶應義塾医学振興基金より授与されるも
ので、例年、世界の医学を中心とした諸科学の発展に寄
与する顕著、かつ創造的な研究業績を挙げた研究者を顕
彰しています。
　今年の受賞者は柳沢正史博士と Feng Zhang 博士の２名
に決定し、関連行事を下記の日程で開催します。
授賞式・受賞記念講演会
日時：12 月 18 日（火）14：00 ～ 17：30（予定）
会場：信濃町キャンパス　北里講堂
　　　（北里記念医学図書館２階）
※ 事前申込み不要。
※ 詳細は「慶應医学賞」Web サイトをご覧ください。
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※ 応募期限以降に大会等が開催される場合は、必ず事前に申し出てください。

慶應義塾長賞・小泉体育奨励賞の募集

三田評論ONLINEの公開

　掲題の各賞について、2018 年度の候補者を募集します。詳しい要件等については、キャンパス内の掲示板や塾生 Web
サイトを必ず確認してください。応募には本学教員による推薦書（指定書式）等の提出が必要です。

　このたび、慶應義塾の機関誌『三田評論』が
Web サイトで読めるようになりました。『三田評論』は明治
31（1898）年３月、福澤諭吉が存命中に創刊されました。
すぐれた思想家・教育家であるとともに、ジャーナリストで
あった福澤諭吉は、慶應義塾にかかわる人々を対象としたコ
ミュニケーションの必要性を感じ、毎月１回発行の機関誌の
刊行を思い立ったようです。義塾出身者にとどまらない豊富
な執筆陣による幅広い知見、時宜に適した社会的な諸問題も
取り上げる多彩なテーマにより、ユニークな総合誌として好
評を得ています。ぜひご覧ください。

【三田評論 ONLINE】ＵＲＬ  https://www.mita-hyoron.keio.ac.jp/

Facebook、Twitter で記事の更新情報をお知らせしています。

Facebook  https://www.facebook.com/mitahyoron
Twitter  https://twitter.com/mita_hyoron

小泉体育奨励賞

慶應義塾長賞

〈各賞共通応募・問合せ先〉　各キャンパス学生部・学生課・事務室学生生活支援担当

　この賞の目的は、学生の広範囲な活動のう
ち、学業成績や体育活動とは別に、学術・芸
術・社会活動・文化活動等の多様な分野にお
いて、学生の範となる活躍をし、その行為が
当人の栄誉であるばかりでなく、慶應義塾に
とっても光輝ある業績と認められるものにつ
いて、これを広く義塾内外に知らしめ、顕彰
することにあります。

　この賞は、人物が優秀、かつ健康であり、
スポーツを通じて義塾の名声を高めた体育会
所属以外の団体または個人を表彰するために
制定された賞です。

対　　象： 学部学生・大学院生による学術・芸術・社会活動・
文化活動等に関する活躍で、原則として 2018 年
１月から 12 月の間に学生の範となる顕著な成果
を挙げたことが明らかになったもの。

　　　　　※  正課およびそれに準ずる活動（論文執筆・コ
ンテスト入賞・学会発表等正課から派生した
活動［専攻テーマを深めるための活動等］と
みなされる場合）は対象外。

応募期限：2019 年１月 9 日（水）

対　　象： 学部学生・大学院生のうち、2018 年１月から
12 月の間に顕著な成果を挙げた体育会所属以外
の団体または個人。

応募期限：2018 年 11 月 19 日（月）
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編 集 後 記
学生生活に関するお知らせ

就職・進路
□就職ガイダンスの開催について（学部３年生・修士１年生対象）
　就職ガイダンスの開催日時や内容等についての詳細は就職・進路担当の窓口や各キャ
ンパス内所定の掲示板で公開しています。また、各キャンパスの就職・進路担当の
Web サイトでも随時情報を更新していますので、各自で確認の上、参加してください。
ＵＲＬ  http://www.gakuji.keio.ac.jp/life/shinro/main.html

授業
□三田祭期間中の授業の取扱いについて
　11 月 22 日（木）から 25 日（日）に三田祭が開催されます。なお、三田祭前後の準備
および後片付け期間については、各学部・研究科により授業の取扱いが決められてい
ます。詳細は、各キャンパスの掲示または学生部 Web サイトなどで確認してください。
ＵＲＬ  http://www.gakuji.keio.ac.jp/index.html

□休日の授業について
　12 月 24 日（月）「天皇誕生日振替休日」は授業を行います。

□学事日程における補講日と代替講義日について
　授業回数の確保・調整のため、補講日と代替講義日を設けています。日程は、キャ
ンパス・大学院によって異なりますので、下記 Web サイトで確認してください。
ＵＲＬ  http://www.gakuji.keio.ac.jp/schedule/index.html

手続き
□休学願の提出について
　今年度分の休学願の提出締切日は、11 月 30 日（金）です。休学願の提出にあたっ
ては、学部・研究科によって手続き方法が異なりますので、所属するキャンパスの学
事担当部署または事務室の学部・研究科担当に、早めに相談してください。

奨学金
□日本学生支援機構奨学金の継続手続きについて（給付奨学金・貸与奨学金受給者）
　次年度の奨学金の継続を希望する奨学生は、在籍キャンパスの掲示や奨学金担当の
指示に従い、手続き用の書類を受け取ってください。期間内に手続きを怠った場合は

「奨学金の廃止（交付打ち切り）」となります。
　手続き期間：2018 年 12 月～翌１月（予定）　
　手続き方法：Web 上での「奨学金継続願」の提出

□日本学生支援機構奨学金の返還手続きについて（貸与奨学金受給者）
　2019 年 3 月に奨学金の貸与が満期となる奨学生は、10 月から 12 月にかけて返還
の手続き（「リレー口座」への加入）を行ってください。なお、返還金は、再び奨学
金として後輩に貸与されることになりますので、遅滞なく返還してください。

※ 奨学金関係の日程、手続きについての詳細は、在籍キャンパスの掲示等で
　ご案内していますので、必ず確認してください。

　90年代半ば、本誌の
リニューアルを直接手が
けました。95年春の第
190号が新装初号です。
20年以上の時を経て、
巡り巡って300号記念の
編集後記を書くことにな
るとは……。
　昔の本誌は膨大な字数
で読み応えがありました。
それをサッと見られるカ
ラー小冊子に変えたこと
を今になって悩むことも
ありますが、詳細なアン
ケートの結果を元に多く
の方に読まれる冊子への
変革を進めました。これ
からも「塾」の誌面充実
に取り組んで参ります。
　前号のSFCマップに引
き続き、今号もヒサクニ
ヒコ先生に無茶なお願い
をしてしまいました。イラ
ストと解説文を読むと思
わず笑いがこみ上げてき
ますが、酷暑の中の実地
検分ごめんなさい、と一
人つぶやきながら編集後
記を書いております。
（広報室長　高野泰彦）

次号（301号）の発行は
１月１日予定
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発行所　慶應義塾　
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お問い合わせ、ご意見等は下記
へお願いします（住所変更は必
ず学生部へお届けください）。
〒108-8345 
東京都港区三田2-15-45
慶應義塾広報室「塾」編集部
Tel  03-5427-1541（直）
Fax 03-5441-7640
m-juku@adst.keio.ac.jp
※バックナンバーは、Webサイ
トにてご覧いただけます（2011
年以降）。https://www.keio.
ac.jp/ja/about/learn-more/
publications/juku/


